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駒
寄
Ｉ
Ｃ
の
大
型
車
通
行
可

大
型
車
対
応
化
改
修
の
必
要
性

事
業
の
流
れ

　

12
月
17
日
、
駒
寄
Ｉ
Ｃ
周
辺

整
備
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置
促

進
対
策
特
別
委
員
会
が
開
か

れ
、
駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
大
型

車
対
応
化
改
修
の
概
要
が
ま
ち

　

大
型
車
対
応
化
改
修
に
よ
り
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
、
商

工
業
な
ど
産
業
の
活
性
化
、
観

光
の
振
興
、
防
災
や
災
害
時
の

対
応
の
強
化
な
ど
の
効
果
が
得

ら
れ
る
。

か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
は
小
型

車
限
定
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
１
日
６
千
台
前
後
の
利
用

交
通
量
で
、
全
国
２
位
の
実
績

◎
周
辺
の
大
規
模
小
売
店
舗
・

　

自
動
車
関
連
店
舗
数

　

社
会
実
験
前
７
店

　
　
　
　

→

　

社
会
実
験
後
20
店

を
誇
っ
て
い
ま
す
。
概
算
事
業

費
は
12
億
円
で
、
29
年
度
の
完

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
型
車
対
応
化
改
修
に

よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向

◎
周
辺
の
主
要
観
光
地
（
年
間

観
光
客
数
）

　

榛
名
山
（
約
１
０
０
万
人
）

　

伊
香
保
温
泉（
約
２
０
０
万
人
）

　

赤
城
山
（
約
１
７
０
万
人
）

　

敷
島
公
園（
約
１
４
０
万
人
）

上
、
産
業
の
活
性
化
、
観
光
の

振
興
、
防
災
や
災
害
時
の
対
応

の
強
化
な
ど
の
効
果
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

◎
周
辺
の
防
災
・
災
害
時
拠
点

施
設

　

陸
上
自
衛
隊
第
12
旅
団

相
馬
原
駐
屯
地
（
距
離
約
４

㌔
㍍
）、
道
の
駅
（
よ
し
お

か
温
泉
（
距
離
約
３
㌔
㍍
）

ほ
か
３
箇
所
）
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榛東村道路線の
認定承諾について

　

平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
17
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
行

い
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
議
案
８
件
、
発
委
１
件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

第４回
定例会

　

ま
ち
は
、
榛
東
村
か

ら
町
内
の
一
部
路
線
を

榛
東
村
路
線
と
し
て
認

定
す
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
、
議
会
は
承
諾
し
ま

し
た
。

（
関
連
記
事
４
ペ
ー
ジ
）

＝
全
会
一
致
で
可
決
＝

平成25年度各会計別補正予算の状況

（万円未満は四捨五入）

会計名 補正額 補正後の予算額

一般会計 ２，６９２万円 ６７億１，００２万円

公共下水道事業 １，２６０万円 ３億９，５３６万円

農業集落排水事業 ▲２８３万円 １億４，５９７万円

介護保険事業 ▲２，２４２万円 １１億６，７０２万円

水道事業会計
収益的収入 ２０万円 ３億９，７５８万円

収益的支出 ８１万円 ３億９，０９８万円

１２月１２月

実施計画書の国の同意

用地買収

工事

地区協議会の開催

測量・詳細設計

文化財調査

完成

駒寄スマ

↑
〈
事
業
主
体
は
前
橋
市
と
吉
岡
町
〉
↓
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

主
な
審
議
内
容

　

榛
東
村
道
路
線
の
認
定
の
承

諾
を
含
む
議
案
４
件
、
陳
情
１

件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

【　

質　

疑　

】

ま
ち
の
ど
こ
の
路
線
を

榛
東
村
道
と
し
て
認
定

す
る
の
か
。

高
崎
・
渋
川
バ
イ
パ
ス

と
宮
田
大
藪
線
と
の
交

差
点
付
近
の
危
険
回
避
の
た
め

主
な
審
議
内
容

　

一
般
会
計
補
正
予
算
を
含
む

議
案
２
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。【　

質　

疑　

】

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

制
度
（
計
画
）
と
は
。

ま
ち
が
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
基
づ
い
て
計
画
を

策
定
し
、
子
ど
も
の
た
め
の
給

付
・
事
業
を
27
年
度
に
実
施
を

目
指
す
。今

年
６
月
に
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
条
例
の
制

定
が
さ
れ
た
が
発
足
は
。

主
な
審
議
内
容

　

学
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
管
理
者

の
指
定
を
含
む
議
案
２
件
、
陳

情
１
件
に
つ
い
て
、
審
査
し
ま

し
た
。【　

質　

疑　

】

社
会
福
祉
協
議
会
（
社

協
）
が
学
童
ク
ラ
ブ
の

指
定
管
理
者
に
な
っ
た
メ
リ
ッ

来
年
夏
ま
で
に
改
革
案

を
取
り
ま
と
め
27
年
度

よ
り
事
業
を
始
め
る
。

渇
水
対
策
施
設
維
持
管

理
費
で
電
気
料
が
増
額

に
な
っ
て
い
る
が
。

電
気
料
の
値
上
が
り
に

よ
る
も
の
。

ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト
用
パ

ソ
コ
ン
の
購
入
費
が
高

い
の
で
は
。

シ
ス
テ
ム
設
定
お
よ
び

改
修
費
も
含
ま
れ
る
。

橋
き
ょ
う
り
ょ
う
梁
長
寿
命
化
修
繕
計

画
策
定
業
務
委
託
費
の

ト
は
。

保
護
者
と
社
協
の
連
携

が
円
滑
に
運
営
さ
れ
て

き
た
実
績
が
あ
り
、
ま
ち
と
し

て
も
他
の
業
務
が
充
実
で
き
る
。

学
童
ク
ラ
ブ
の
指
定
に

よ
り
社
協
へ
の
負
担
が

重
く
な
ら
な
い
か
。

減
額
は
。県

か
ら
の
交
付
金
で
対

応
す
る
た
め
。

職
員
の
配
置
を
機
能
的

に
配
置
し
た
の
で
問
題

は
な
い
。学

童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

資
格
の
有
無
は
。

県
の
指
針
に
よ
り
資
格

を
有
し
た
者
を
採
用
し

て
い
る
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会 　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
、
津

波
情
報
、
緊
急
地
震
速
報
な

ど
、
対
処
に
時
間
的
余
裕

の
な
い
事
態
に
関
す
る
情
報

を
、
人
工
衛
星
を
用
い
て
国

か
ら
送
信
し
、
住
民
に
瞬
時

に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
。

ミ
ニ
解
説

ジ
ェ
イ
ア
ラ
ー
ト

問問

問 問 問

答

答答答

答

問

答

答 答

問

問

に
、
午
王
頭
川
に
新

橋
「
陽
な
た
坂
橋
」

を
建
設
し
道
路
を
付

け
替
え
た
。
新
橋
か

ら
吉
岡
町
区
域
内
道

路
の
一
部
を
榛
東
村

道
と
し
て
認
定
し
、

榛
東
村
が
管
理
を
す

る
こ
と
と
な
る
。

農
業
集
落
排

水
特
別
会
計

の
消
臭
液
が
２
８
０

万
円
ほ
ど
減
額
さ
れ

て
い
る
が
。

原
発
事
故
後

の
放
射
線
残

量
の
関
係
で
、
炭
化

問問 答

処
理
を
中
止
し
て
い
る
た
め
、

現
在
消
臭
剤
を
、
使
用
し
て
い

な
い
。

東
京
電
力
へ
の
損
害
賠

償
請
求
は
。

23
年
３
月
か
ら
25
年
３

月
末
ま
で
の
賠
償
額
に

対
し
て
三
回
請
求
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
32
万
円
・
25
万
円
・
43

万
円
支
払
わ
れ
た
。
上
水
道
関

係
で
も
ほ
ぼ
同
様
だ
。

答

答問

陽
な
た
坂
橋
付
近

4



１２月定例会には、陳情２件が提出されました。審査の結果を委員長が報告、
本会議では次のように決まりました。請願 ・陳情

陳情 申請者 結果

芝桜の再生、復活のお願い
溝祭自治会長　　岩井　勝男
溝祭筆頭副会長　近藤　清

趣旨採択
全会一致

「全国一斉学力テスト」学校別結果公表反対を求める陳情
全群馬教職員組合
代表　石田　清人

採択
賛成多数
委員会発議
意見書提出

平成25年　第４回定例会　議案等賛否一覧表
議員名

議案名

結果 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

飯
島　
　

衛

金
谷　

重
男

岩
﨑　

信
幸

平
形　
　

薫

山
畑　

祐
男

栗
田　

俊
彦

宇
都
宮
敬
三

馬
場　

周
二

石
倉　
　

實

小
池　

春
雄

岸　
　

祐
次

小
林　

一
喜

神
宮　
　

隆

齋
木　

輝
彦

南
雲　

𠮷
雄

近
藤　
　

保

議
案

第59号 収入印紙等購買基金条例の制定 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第60号 学童クラブ指定管理者の指定 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第61号 一般会計補正予算（第３号） 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第62号 公共下水道事業会計補正予算
（第２号） 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第63号 農業集落排水事業会計補正予算
（第２号） 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第64号 介護保険事業会計補正予算
（第２号） 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第65号 水道事業会計補正予算
（第２号） 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第66号 榛東村道路線の認定の承諾 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳
情

第4号 芝桜の再生、復活のお願い 15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第5号 「全国一斉学力テスト」学校別結果公表反対を求める陳情 11 4 可 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ －

発
委第11号「全国一斉学力テスト」学校別結果公表反対を求める意見書 11 4 可 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ －

※可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥
※議長は採決に加わらないため「－」で表示 
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皆さんの傍聴をお待ちしています
次の定例会は３月上旬を予定しています。

議会の詳しい内容は、吉岡町図書館に備えてある会議録をご覧ください。
平成21年第１回定例会以降の会議録は、吉岡町ホームページでもご覧になれます。

一
般
質
問

会

議
録の閲

覧

議員
５人

町
政
を
問
う

12 月定例会の一般質問は10日および11日に行われました。
　紙面の都合により、要約してお知らせします。

■山畑　祐男議員
　１　子どもを取り巻く環境について
　２　防災について
　３　まちづくり計画について
　４　高齢者福祉について
■飯島　衛議員
　１　こども安心カードの作成およびエピペンの講習の実施する考えは
　２　ピロリ菌除菌の保険適用でまちの対応は
　３　ひとり暮らし老人緊急通報システムのその後は
　４　駒寄小グラウンドの拡張について
５　町民グラウンドについておよびまちの施設の補修について新た
な対策を

■金谷　重男議員
　１　26年度予算で通学バスの利用者への配慮はできないか
　２　26年度予算で高齢者の「幸せ車」の提案を実現してほしい
３　企業進出の申し出があった場合、まちはどう対応しているのか
隣接するスマートインターの改修に関しての進捗状況は

４　町議選挙の際、自治会の集会場を投票所とする場合に公平性を
どう担保するのか
５　前橋ナンバー導入に関して、議会、自治会を通じての町民への
周知の必要はないのか

　６　防災公園計画予算７億円の縮小は考えていないか
■岸　祐次議員
　１　歴史文化遺産の再発見と活用について
　２　歴史民俗資料館の建設について
　３　高齢者の社会参画について
　４　交通環境の整備と渋滞の緩和について
■小池　春雄議員
　１　子育て支援策
　２　国保税の引き下げを求める
　３　資格証、短期保険証の改善

…………………………………………………７ページ

……………………………………………………８ページ

…………………………………………………９ページ

……………………………………………………10ページ

…………………………………………………11ページ

一般質問項目一覧表
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給
食
費
の
軽
減
は
で
き
な
い
か

答
補
助
額
を
引
き
上
げ
て
対
応
し
た
い

山畑祐男 議員

消
費
税
率
引
き
上
げ
で

給
食
費
も
値
上
げ
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
と
思
う
が
。

町
長　

児
童
生
徒
１
人

当
た
り
年
間
３
８
５
０

円
の
補
助
を
し
て
い
る
が
１
人

当
た
り
の
補
助
額
を
引
き
上
げ

て
対
応
し
た
い
。

住
民
憩
い
の
場
で
あ
り
一
時
避
難

広
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る

上
野
田
公
園
で
少
年
野
球
も
で
き

な
い
か

上野田ふれあい公園

給食センター調理風景

子
ど
も
の
通
学
路
の
安

全
対
策
は
。

産
業
建
設
課
長　

安
全

確
保
は
重
要
な
課
題
で

あ
る
、
担
当
部
局
と
打
ち
合
わ

せ
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

明
治
小
・
駒
寄
小
の
体

育
館
の
改
修
ま
た
は
建

替
の
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

駒
寄
小
の
体
育
館
は

手
狭
な
状
況
な
の
で
、
児
童
数

の
状
況
に
よ
り
拡
張
に
向
け
検

討
し
た
い
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
増
改

築
の
予
定
は
あ
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

委
員
会
の
答
申
に
よ
り
増
改
築

な
ど
を
含
め
給
食
セ
ン
タ
ー
の

長
寿
命
化
を
図
り
た
い
。

消
防
団
員
の
年
俸
は
こ

の
水
準
で
よ
い
の
か
。

町
民
生
活
課
長　

団
員

の
報
酬
は
県
下
で
19
番

目
で
あ
る
。
現
在
報
酬
審
議
会

の
答
申
を
待
っ
て
い
る
。

消
火
栓
の
設
置
の
数
は

問
題
な
い
か
。

町
民
生
活
課
長　

消
防

水
利
基
準
に
基
づ
き
１

２
０
㍍
に
消
火
栓
１
個
の
設
置

を
行
っ
て
い
る
。

明
治
地
区
の
た
め
池
が

決
壊
し
た
ら
大
き
な
被

害
が
出
る
の
で
は
。

町
長　

た
め
池
は
水
田

の
枯
渇
水
源
の
補
給
で

あ
る
。
た
め
池
の
点
検
は
順
次

行
う
。

大
型
店
出
店
予
定
に
対

し
て
周
辺
の
道
路
整
備

計
画
は
あ
る
か
。

産
業
建
設
課
長　

駒
寄

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
西
側
の

産
業
団
地
の
計
画
や
東
側
の
民

間
商
業
施
設
進
出
な
ど
の
話
も

出
て
い
る
が
安
全
性
を
確
保
し

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

新
駅
の
設
置
は
で
き
な

い
か
。
あ
る
い
は
八
木

原
駅
と
群
馬
総
社
駅
の
利
用
は
。

町
長　

新
駅
設
置
は
検

討
し
て
い
る
が
両
駅
の

利
用
も
視
野
に
調
査
研
究
し
て

い
る
。

問

問

問問

問

問

問

問

問

答

答

答答

答

答

答

答 答
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ふ
る
さ
と
納
税
を
通
報
シ
ス
テ
ム
設
置
に
利
用
し
て
は

答
納
税
者
の
要
望
が
あ
れ
ば
充
当
し
た
い

飯島　衛 議員

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
は
何
人
か
。
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置
を
、
ふ

る
さ
と
納
税
で
充
当
し
て
は
。

健
康
福
祉
課
長　

6
月

現
在
ひ
と
り
暮
ら
し
65

歳
以
上
の
高
齢
者
は
３
６
４
人

お
り
、
現
在
、
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
て
い
る
方
は
17

人
い
る
。

水
洗
ト
イ
レ
の
設
置
を
検
討
し
た
い

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト
イ
レ
の
水

洗
化
を

町
長　

納
税
者
が
要
望
す
る
な

ら
充
当
し
た
い
。

ま
ち
で
は
、
こ
ど
も
安

心
カ
ー
ド
の
作
成
お
よ

び
エ
ピ
ペ
ン
の
講
習
は
。
ア
レ

ル
ギ
ー
の
子
ど
も
は
何
人
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

ま
ち
で
は
、
同
様
の

カ
ー
ド
を
備
え
て
い
る
。

　

明
治
小
、
駒
寄
小
、
吉
岡
中

の
児
童
生
徒
２
０
０
９
人
中
１

０
２
人
が
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を

有
し
て
い
る
。ま
た
、ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
の
恐
れ
の
あ
る
児
童

が
い
る
駒
寄
小
で
は
エ
ピ
ペ
ン

の
講
習
を
実
施
し
て
い
る
。

胃
が
ん
の
原
因
菌
と
疑

わ
れ
る
「
ピ
ロ
リ
菌
」

の
除
菌
が
慢
性
胃
炎
で
も
保
険

適
用
に
な
っ
た
が
、
ま
ち
と
し

て
周
知
は
し
な
い
の
か
。ま
た
、

胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
の
Ａ
Ｂ
Ｃ

検
診
を
実
施
す
る
計
画
は
。

町
長　

保
険
適
用
の
有

無
に
つ
い
て
は
、
広
報

で
の
掲
載
は
考
え
て
い
な
い
。

健
康
福
祉
課
長　

検
診
は
今
後

の
動
向
を
み
て
検
討
し
た
い
。

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ト

イ
レ
の
水
洗
化
と
、
車

椅
子
で
も
入
れ
る
よ
う
な
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
が
望
ま
れ
る
が
。

町
長　

下
水
道
が
来
年

度
供
用
開
始
す
る
予
定

に
な
っ
て
い
る
の
で
水
洗
化
を

検
討
し
た
い
。
ま
た
、
車
椅
子

で
も
利
用
で
き
る
よ
う
改
善
し

て
い
き
た
い
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
西
の
あ

た
り
の
側
溝
な
ど
、
補

修
が
必
要
と
思
う
が
。
ま
ち
全

体
で
ど
の
く
ら
い
補
修
の
依
頼

が
あ
る
の
か
。

産
業
建
設
課
長　

自
治

会
な
ど
か
ら
多
く
の
改

善
要
望
が
出
て
い
る
が
、
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。
進
捗
状
況

は
緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
順

次
実
施
し
て
い
る
が
、
追
い
つ

か
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

近
隣
の
協
力
が
得
ら
れ

る
な
ら
ば
駒
寄
小
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
拡
張
す
べ
き
と
思

う
が
。

町
長　

児
童
数
の
増
加

状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、

近
隣
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
伺
い

検
討
し
た
い
。

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答答

特
定
の
起
因
物
質
に
よ
り
生

じ
た
全
身
性
の
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
の
こ
と
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
あ
ら

わ
れ
た
と
き
に
使
用
し
、
医

師
の
治
療
を
受
け
る
ま
で
の

間
、
症
状
の
進
行
を
一
時
的

に
緩
和
し
、
シ
ョ
ッ
ク
を
防

ぐ
た
め
の
補
助
治
療
剤
（
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
自
己
注
射
薬
）

の
こ
と
。 ミ

ニ
解
説

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

エ
ピ
ペ
ン

町民グラウンド北側入口（漆原）

町民グラウンド西の側溝

8

一 般 質 問



高
齢
者
の
「
幸
せ
車
」
の
要
望
は

答
ま
ち
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る

金谷重男 議員

ま
ち
の
26
年
度
予
算
編

成
に
対
し
て
の
重
点
政

策
は
。

町
長　

南
下
城
山
防
災

公
園
建
設
・
八
幡
山
運

動
公
園
拡
張
整
備
・
イ
ン
タ
ー

大
型
化
改
修
整
備
を
重
点
に
進

め
る
。　

法
的
に
は
問
題
な
い

国
や
県
か
ら
も
問
わ
れ
て
い
な
い

前
橋
ナ
ン
バ
ー
導
入
の
議
会
承
認
は

渋川市のコミュニティバス

ドクターヘリ

通
学
バ
ス
利
用
者
で
１

世
帯
２
人
以
上
い
る
場

合
は
料
金
を
減
額
し
、
３
人
以

上
は
無
料
で
も
よ
い
の
で
は
。

町
長　

受
益
者
負
担
が

原
則
だ
が
、
20
年
度
か

ら
半
額
に
軽
減
し
て
い
る
。　

教
育
長　

サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
す

る
こ
と
は
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。　

「
幸
せ
車
」
と
い
う
表

現
で
高
齢
者
の
公
共
交

通
へ
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
地
域
乗
合
バ
ス
負
担
金
と

し
て
６
５
０
万
円
支
出
し
て
い

る
が
。

町
長　

今
年
度
は
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験

を
溝
祭
・
上
野
原
地
区
で
行
っ

て
い
る
。結
果
を
検
証
し
た
い
。

昨
年
末
、
商
業
施
設
の

出
店
の
打
診
が
あ
っ
た

と
聞
く
が
ま
ち
は
事
前
調
査
を

さ
れ
た
の
か
。

町
長　

当
時
は
正
式
な

申
し
入
れ
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
事
前
調
査
は
し
て
い

な
い
。

イ
ン
タ
ー
近
く
の
大
型

商
業
施
設
の
進
出
が
イ

ン
タ
ー
大
型
化
改
修
計
画
に
影

響
を
与
え
る
の
か
。

町
長　

イ
ン
タ
ー
大
型

化
改
修
計
画
と
商
業
施

設
の
進
出
は
関
係
な
い
。

町
議
選
挙
の
際
の
自
治

会
集
会
所
が
投
票
所
と

な
っ
た
場
合
、
不
公
平
感
は
否

め
な
い
。
投
票
所
使
用
を
自
治

会
が
断
れ
る
の
か
。

選
挙
管
理
委
員
長　

投

票
所
使
用
に
関
し
て
は

自
治
会
に
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
。
自
治
会
の
判
断
を
優
先

す
る
。

前
橋
ナ
ン
バ
ー
に
関
し

て
議
会
に
は
申
請
前
に

説
明
は
な
か
っ
た
が
。

町
長　

議
会
承
認
は
必

要
な
い
。
国
、
県
か
ら

も
求
め
ら
れ
て
い
な
い
。

多
様
な
政
策
が
求
め
ら

れ
る
中
で
７
億
円
超
の

防
災
公
園
は
妥
当
な
の
か
。
ヘ

リ
離
発
着
に
は
既
存
の
公
園
で

十
分
。
二
つ
は
必
要
な
い
。

町
長　

来
年
度
の
重
要

政
策
の
一
つ
だ
。
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
使
用
は
緊
急
時
の
み

で
あ
る
。

問

問

問問

問問

問問

答

答

答

答答

答

答

答
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歴
史
民
俗
資
料
館
の
建

設
は
。

町
長　

八
幡
山
グ
ラ
ウ

ン
ド
拡
張
時
に
、
事
務

所
を
現
在
地
の
道
を
挟
ん
で
南

に
移
転
す
る
予
定
。
事
務
所
も

保
管
庫
も
現
状
以
上
に
し
た
い
。

展
示
施
設
は
、
慎
重
に
検
討
し

生
き
が
い
の
あ
る
社
会
を
目
指
す

高
齢
者
の
社
会
参
画
は

歴
史
民
俗
資
料
館
の
建
設
は

答
文
化
財
事
務
所
の
移
転
に
合
わ
せ
検
討
し
た
い

岸　祐次 議員た
い
。　

よ
し
お
か
再
発
見
ウ
ォ

ー
ク
の
成
果
と
課
題
は
。

町
長　

第
５
次
総
合
計

画
の
よ
し
お
か
再
発
見

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
け
て
２
回

目
の
開
催
。
参
加
者
か
ら
は
、

地
域
の
資
源
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
と
、大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

産
業
建
設
課
長　

参
加
者
35
人
。

募
集
で
は
、
当
日
受
付
に
「
知

ら
な
か
っ
た
」
の
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
、
今
後
さ
ら
に
工
夫
し

た
い
。
規
模
の
拡
大
で
は
、
健

康
ウ
ォ
ー
ク
と
の
連
携
も
課
題

と
し
た
い
。

よ
し
お
か
絹
遺
産
の
再

発
見
は
。
馬
場
三
太
夫

重
久
が
作
成
し
た
「
蚕
養
育
手

鑑
」
は
、
日
本
最
古
の
養
蚕
農

家
の
指
導
書
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

　

ぐ
ん
ま
絹
遺
産
は
、

ぐ
ん
ま
の
宝
物
と
し
て
登
録
。

ま
ち
の
登
録
は
、
馬
場
重
久
の

墓
、
蚕
神
社
の
石
碑
、
稚
産
霊

神
の
石
碑
の
３
ヵ
所
。
今
後
さ

ら
に
掘
り
起
こ
し
、
Ｐ
Ｒ
を
考

え
た
い
。名

誉
町
民
や
歴
史
的
人

物
の
活
用
は
。

町
長　

名
誉
町
民
は
、

南
雲
卯
伯
、
岩
崎
半
之

助
、
南
雲
今
朝
雄
、
服
部
良
一
、

湯
浅
忠
平
さ
ん
の
５
人
。
そ
れ

ぞ
れ
医
療
や
図
書
の
贈
呈
、
作

曲
な
ど
に
ご
功
績
の
あ
っ
た
方

で
あ
り
、
町
民
に
広
く
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

高
齢
者
の
社
会
参
画
は
。

町
長　

社
会
貢
献
や
社

会
参
加
の
促
進
、
就
労

機
会
の
創
設
、
生
涯
学
習
活
動

の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
活
用
は
。

シルバー人材センターの作業風景（南下）

文化財事務所（南下）

問

問

問問

問

答

答

答答

答

健
康
福
祉
課
長　

ま
ち

の
可
能
な
業
務
は
提
案

し
た
い
。
補
助
金
は
、
適
正
な

額
に
努
め
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

取
り
組
み
は
。

町
長　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
成
功
す
る
秘
訣

は
、
熟
年
世
代
の
持
つ
確
か
な

力
と
再
度
の
社
会
参
加
に
対
す

る
意
欲
な
く
し
て
あ
り
得
な
い
。

ま
ち
と
し
て
も
、
支
援
に
努
力

し
た
い
。

問

問 答

答
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就
学
援
助
金
の
周
知
改
善
を

答
認
定
基
準
の
周
知
を
は
か
る
方
向
で
取
り
組
み
た
い

小池春雄 議員

町
長
は
選
挙
公
約
の
中

で
子
育
て
支
援
を
掲
げ

て
い
る
が
。

　

文
科
省
の
調
査
で
は
、
就
学

援
助
金
を
受
け
て
い
る
小
中
学

不
公
平
感
を
招
く
恐
れ
か
ら
難
し
い

国
保
会
計
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
と
税
の
引
き
下
げ
は

生
は
不
況
下
で
増
加
傾
向
が
続

き
、
全
体
の
15
・
６
％
に
当
た

る
約
１
５
６
万
７
千
人
で
あ
る
。

ま
ち
の
児
童
、
生
徒
が
安
心
し

て
ス
ポ
ー
ツ
、
勉
学
に
励
め
る

よ
う
に
尽
く
さ
ね
ば
と
思
う
が
。

教
育
長　

今
後
も
就
学

困
難
と
認
め
る
児
童
生

徒
に
必
要
な
援
助
を
し
て
い
き

た
い
。
ま
ち
で
は
24
年
度
実
績

で
１
・
１
％
だ
っ
た
。

１
・
１
％
は
ど
う
見
て

も
少
な
い
。
保
護
者
に

対
す
る
説
明
が
不
十
分
だ
と
思

う
。
保
護
者
が
自
分
の
家
庭
は

対
象
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い

の
で
、
世
帯
人
数
、
所
得
金
額

な
ど
、
認
定
基
準
の
参
考
例
の

周
知
を
は
か
る
べ
き
だ
が
。

教
育
長　

実
施
の
方
向

で
取
り
組
み
た
い
。

通
学
バ
ス
無
料
化
と
低

学
年
の
地
域
拡
大
、
実

施
を
。

町
長　

負
担
の
公
平
性

が
保
た
れ
る
よ
う
十
分

に
検
討
す
る
事
が
大
事
で
は
な

い
か
と
思
う
。

スクールバス

わ
ず
、
こ
の
ま
ま
や
っ
て
い
き

た
い
。

資
格
証
、
短
期
保
険
証

の
発
行
を
や
め
、
通
常

の
保
険
証
の
発
行
を
す
べ
き
だ
。

町
長　

滞
納
者
の
心
情

も
考
え
、
今
年
度
よ
り

６
ヵ
月
に
延
長
し
た
。

国
保
税
は
高
く
、
県
下

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
っ

て
お
り
住
民
を
苦
し
め
て
い
る
。

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ

と
、税
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
。

町
長　

不
公
平
感
を
招

く
懸
念
も
あ
り
、
繰
り

入
れ
も
難
し
い
。
税
改
正
を
行

問

問問

問

問

答

答答答

答
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11
月
８
日
、「
議
会
の
申
し
合
わ

せ
事
項
」
が
施
行
さ
れ
て
い
る
新
潟

県
湯
沢
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

議
会
と
執
行
部
と
の
役
割
、
議

員
の
あ
り
方
、
執
行
部
と
の
取
り
決

委員会視察リポート

新
潟
県

宮
城
県

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

駒
寄
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
及
び
Ｊ
Ｒ
新
駅
設
置
促
進
対
策
特
別
委
員
会

町
民
に
理
解
さ
れ
る

議
会
を
目
指
し
て

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
の

大
型
化
を
め
ざ
し
て

　

こ
れ
か
ら
は
、
町
議
会
も
よ
り
一

層
町
民
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
委
員
長　

齋
木
輝
彦
）

　

11
月
14
日
、
15
日
、
宮
城
県
大
崎

市
三
本
木
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
と
気
仙
沼

市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

三
本
木
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
は
、
建
設

費
６
億
３
千
万
円
で
、
地
元
負
担
は

１
億
９
千
万
円
を
か
け
、
平
成
21
年

９
月
18
日
に
開
通
し
、
２
年
後
に
大

ま
し
た
。
死
者
は
１
０
４
１
人
、
行

方
不
明
者
は
２
３
７
人
と
の
こ
と
で

す
。早
期
の
復
興
を
望
む
も
の
で
す
。

　

こ
の
研
修
を
生
か
し
て
、
駒
寄
ス

マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
も
早
く
に
工
事
申
請
を

し
た
い
も
の
で
す
。

（
委
員
長　

南
雲
𠮷
雄
）

め
、
順
守
事
項
の
確

認
、
議
会
や
委
員
会

運
営
、
町
民
の
情
報

提
供
、
災
害
時
の
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
ま
で

明
文
化
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

議
論
の
中
で
、
ど

こ
の
自
治
体
で
も
議

会
の
活
動
や
姿
が
見

え
な
い
と
の
声
も
あ

り
ま
す
が
、
い
か
に

町
民
の
声
を
集
約
し
、

ま
ち
と
議
会
に
つ
な

げ
て
反
映
さ
せ
て
い

く
の
か
が
重
要
な
こ

と
で
あ
る
と
思
い
ま

し
た
。

型
車
12
㍍
ま
で
の
車
両

が
利
用
さ
れ
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

　

す
で
に
、
国
道
４
号

線
沿
い
に
大
手
企
業
が

進
出
し
て
お
り
、
開
通

に
よ
り
、
さ
ら
に
規
模

の
拡
張
を
図
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。ま
た
、

国
道
４
号
線
の
、
渋
滞

の
緩
和
に
も
寄
与
し
て

い
ま
す
。

　

気
仙
沼
市
で
は
、
東

日
本
大
震
災
で
の
災
害

状
況
と
そ
の
後
の
対
策

に
つ
い
て
説
明
を
受
け

湯沢町

大崎市
遊佐町

庄内町

気仙沼市

富谷町

利府町
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山
形
県
・
宮
城
県

山
形
県
・
宮
城
県

予
算
決
算
常
任
委
員
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
策
定
に
向
け
て

健
全
な
財
政
運
営
の
取
り
組
み
を
目
指
し
て

編
集
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て

　

11
月
25
日
、
26
日
の
２
日

間
、
山
形
県
遊
佐
町
と
宮
城

県
富
谷
町
に
て
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

遊
佐
町
で
は
平
成
12
年
よ

り
「
遊
佐
町
地
域
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し

太
陽
光
発
電
設
置
を
皮
切
り

に
多
種
多
様
な
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
て
き
た

と
の
こ
と
で
し
た
。
地
上
よ

り
風
車
の
羽
の
先
端
ま
で
約

１
０
０
㍍
に
及
ぶ
７
基
（
１

基
７
億
円
）
の
風
力
発
電
を

視
察
し
た
時
に
は
環
境
問
題

を
考
え
る
良
い
機
会
で
し
た
。

　

富
谷
町
で
は
「
開
発
指
導

要
綱
」
に
よ
り
町
づ
く
り
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
新
庁

舎
建
設
で
も
建
設
予
定
費
30

億
円
を
積
み
立
て
目
標
額
達

成
後
に
建
設
し
た
と
の
説
明

　

11
月
19
日
、
20
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
議
会
広
報
紙

編
集
技
術
向
上
の
た
め
の
視

察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

庄
内
町
の
議
会
だ
よ
り

は
、
平
成
24
年
度
町
村
議
会

広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
高
い
編

集
水
準
で
す
。編
集
方
針
は
、

井
上
ひ
さ
し
さ
ん
の
言
葉
を

引
用
し
、「
難
し
い
こ
と
を

や
さ
し
く
、
や
さ
し
い
こ
と

を
深
く
、
深
い
こ
と
を
愉
快

に
、
愉
快
な
こ
と
を
真
面
目

に
書
く
」
を
信
条
と
し
て
い

ま
し
た
。

　

利
府
町
の
議
会
だ
よ
り
は
、

同
じ
く
平
成
24
年
度
町
村
議

会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
広
報
紙
で
す
。

　

編
集
方
針
は
、
審
議
の
結

果
だ
け
で
な
く
、
審
議
経
過

と
内
容
を
わ
か
り
や
す
く
、

で
し
た
。
借
り
入
れ
は
極
力

避
け
、
歳
入
確
保
に
職
員
の

努
力
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

正
確
に
住
民
に
伝
え
る
と
い

う
こ
と
で
し
た
。

　

両
町
議
会
と
も
、
い
か
に

わ
か
り
や
す
く
、
正
確
に
、

住
民
目
線
に
立
っ
て
、
住
民

こ
の
財
政
運
営
に
は
学
ぶ
も

の
が
、
多
く
あ
り
ま
し
た
。

（
委
員
長　

山
畑
祐
男
）

に
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
し
た
。

（
委
員
長　

石
倉　

實
）

遊佐町視察研修資料より
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11
月
27
日
に
県
市
町
村
会

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
県

広
報
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
吉
野　

政
明
氏
（（
社
）

　

埼
玉
県
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）
が

講
師
と
し
て
招
か
れ
研
修
会

は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
議
会
広
報
の
編

集
の
目
安
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

要
点
と
し
て
は
、
審
議
や

議
会
活
動
が
適
切
に
企
画
さ

れ
、
透
明
度
の
高
い
記
事
で

あ
る
か
。
ぺ
ー
ジ
・
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
読
者
に
読
み
や
す
く

な
っ
て
い
る
か
。
議
会
の
焦

点
な
り
、
地
域
政
策
の
課
題

が
住
民
の
立
場
か
ら
伝
え
ら

れ
て
い
る
か
。
政
策
の
監
視

や
政
策
提
言
機
能
を
果
た
し

て
い
る
か
。
の
４
項
目
が
特

に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
の「
広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

議 

員 

研 

修 

報 

告

　

10
月
23
日
、
24
日
の
２
日

間
、
渋
川
市
伊
香
保
町
お
よ

び
吉
岡
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
北
群
馬
郡
町
村
議

会
議
員
研
修
会
お
よ
び
群
馬

県
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
群
馬
郡
研
修
会
で
は
、

議
会
基
本
条
例
や
道
州
制
に

つ
い
て
、２
人
の
講
師
か
ら
、

群
馬
県
町
村
議
会
広
報

群
馬
県
町
村
議
会
広
報

研
修
会
に
参
加
し
て

研
修
会
に
参
加
し
て

は
、
吉
岡
町
を
含
め
３
町
村

の
広
報
紙
を
講
評
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

わ
が
ま
ち
は
、
議
会
広
報

の
常
任
委
員
会
の
設
置
や
議

会
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
、
住

民
参
加
型
の
コ
ー
ナ
ー
の
充

実
な
ど
に
つ
い
て
も
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
町

民
に
読
み
や
す
い
広
報
紙
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

（
委
員
長　

石
倉　

實
）

わ
か
り
や
す
く
か
つ

熱
心
な
講
義
を
受
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
議
長
会

研
修
会
で
は
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地

で
あ
る
岩
手
県
大
槌

町
の
平
野
総
務
部
長

の
講
演
を
聞
き
ま

し
た
。
被
災
自
治

体
の
職
員
と
し
て
の

声
、
さ
ま
ざ
ま
な
葛

藤
、
大
き
な
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
さ
れ

た
生
々
し
い
映
像
の

数
々
に
、
改
め
て
災

害
の
悲
惨
さ
と
恐
怖

演　　題 講　　師

北群馬郡議員研修会
『議会基本条例について』 群馬県町村議会議長会

業務課長　伊藤良和　氏

『道州制について』 全国町村議会議長会
企画調整部長　櫻田潤一郎　氏

群馬県町村議会議員研修会
『町村議会に期待する』 東京大学大学院　法学政治学研究科

教授　金井利之　氏
『あの東日本大震災から２年６か月
その経験と教訓を語り継ぐ』

岩手県大槌町
総務部長　平野公三　氏

を
感
じ
ま
し
た
。

　

異
な
る
分
野
の
研
修
内

容
で
あ
り
ま
し
た
が
、
大

変
有
意
義
な
２
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
の
議
会
活
動
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（

議
長　

近
藤　

保
）

金井利之氏　東京大学大学院教授　金井利之氏　東京大学大学院教授　
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11
月
12
日
、
役
場
庁
舎
３

階
の
全
員
協
議
会
室
に
お
い

て
、
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

24
年
11
月
に
委
嘱
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
モ
ニ
タ
ー
の
皆

さ
ま
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

１
年
間
の
モ
ニ
タ
ー
活
動
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
率
直
な

ご
意
見
、
ご
感
想
を
伺
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
ふ
ま
え
て
の
広
報
委
員
と

モ
ニ
タ
ー
の
意
見
交
換
や
、

議
場
の
見
学
な
ど
を
通
じ
て
、

よ
り
身
近
に
、
議
会
を
感
じ

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

第３回臨時会

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
へ
の
ご
協
力
、
議
会
の
傍

聴
な
ど
の
活
動
を
お
願
い
し

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　10月31日に第３回臨時会を行いました。
　まちより上程された議案２件について、原案どおり可
決しました。

15

議員名　

　議案名

結果 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

賛　
　

成

反　
　

対

議
決
結
果

飯
島　
　

衛

金
谷　

重
男

岩
﨑　

信
幸

平
形　
　

薫

山
畑　

祐
男

栗
田　

俊
彦

宇
都
宮
敬
三

馬
場　

周
二

石
倉　
　

實

小
池　

春
雄

岸　
　

祐
次

小
林　

一
喜

神
宮　
　

隆

齋
木　

輝
彦

南
雲　

𠮷
雄

近
藤　
　

保

議
案

第57号
平成２４年度本宿団地屋上
防水・外壁改修工事請負契
約の締結について

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第58号
平成２５年度駒寄小学校校
舎増築工事請負契約の締結
について

15 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※可…可決、否…否決、○…賛成、×…反対、欠…欠席、退…退席、除…除斥　※議長は採決に加わらないため「－」で
表示

平成25年　第３回臨時会　議案等賛否一覧表



一般質問項目一覧表

皆さんの傍聴をお待ちしています次の定例会は12月上旬を予定しています。議会の詳しい内容は、吉岡町図書館に備えてある会議録をご覧ください。
平成21年第１回定例会以降の会議録は、吉岡町ホームページでもご覧になれます。

一
般
質
問

会

議録の閲覧

議員
４人

町
政
を
問
う

９月定例会の一般質問は11日および12日に行われました。紙面の都合により、要約してお知らせします。

■神宮　隆議員
１　吉岡町の人口増加と職員の事務負担状況２　職員の勤務意欲の高揚方策３　地方公務員の給与引き下げ問題４　都市計画道路の早期開通要望５　振り込め詐欺の被害予防対策６　役場西、県道高崎線の信号機設置■石倉　實議員
１　駒寄川にJRの線路がかかっているが、線路の東側に橋

きょうりょう

梁を設置
してはどうか

２　JR上越線の東側の道路に一部未舗装があるが、舗装計画はある
のか

３　上毛大橋下から以南、大久保第二踏切までの間、通勤、通学等
の利便性を図る為、自転車・歩行者優先の道路を整備することを
提案する

■金谷　重男議員
１　「前橋ナンバー」の決定過程は住民不在ではないか２　「ご当地ナンバー」導入は合併の布石なのか３　７億円以上の「防災公園」は、上野田公園規模に縮小できないか
４　窓口対応に椅子を利用しては５　食品トレイの回収方法に新庄方式というのがあるようだが
６　産業振興政策について■小池　春雄議員
１　再生可能エネルギー策定業務委託２　橋

きょうりょう
梁点検での結果は

３　給与問題で職員給与減額を見送った理由４　学校給食での地産地消の取り組み

…………………………………………………12ページ

…………………………………………………13ページ

…………………………………………………14ページ

…………………………………………………15ページ
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表紙～７ｐ（24年度決算認定など）

８ｐ（委員会審議）～15ｐ（一般質問）

読みやすい、わかりやすい   11人

読みづらい、わかりづらい　１人

特に気にならない、どちらでもない　０人

読みやすい、わかりやすい   11人

読みづらい、わかりづらい　０人

特に気にならない、どちらでもない　１人

☀一新された表紙も写真もいいと思います。
☀表紙の子ども達が集中している表情が素晴らしい。
☂一般会計決算の内訳はわかりづらい。まちの広報がみやすかったです。

☀現場ごとの写真を使用してあり、良いと思います。
☂一般質問のところを、もう少しくわしくのせてほしい。委員会審議ももう少
していねいにのせてほしい。

☀：評価・好印象　　　☂☁：改善・提案

16ｐ（視察リポート）～裏表紙

そのほかのご意見

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
ネ
ッ
ト
中
継
に
向
け
て

読
み
や
す
い
紙
面
作
り
を
目
指
し
て

　

７
月
２
日
に
、
渋
川
市
議
会

の
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

全
般
に
つ
い
て
現
状
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

市
民
に
議
会
を
身
近
な
も
の

に
す
る
た
め
、
議
会
改
革
の
一

環
と
し
て
、
平
成
24
年
度
か
ら

議
会
改
革
委
員
会
で
動
画
配
信

の
計
画
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
議

　

７
月
29
・
30
日
の
２
日
間
、

東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国
町
村

議
会
広
報
研
修
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

１
日
目
は
、「
わ
か
り
や
す

く
、
ふ
さ
わ
し
い
日
本
語
」
と

題
し
て
山
田
貞
雄
氏
（
人
間
文

化
研
究
機
構　

国
立
国
語
研
究

所
研
究
情
報
資
料
セ
ン
タ
ー
専

門
職
）。「
広
報
紙
面
デ
ザ
イ
ン

の
基
礎
知
識
」
―
グ
リ
ッ
ド
フ

ォ
ー
マ
ッ
ド
活
用
と
レ
イ
ア
ウ

ト
―
と
題
し
て
、
長
澤
忠
徳
氏

（
武
蔵
野
美
術
大
学
教
授
）。「
議

会
だ
よ
り
の
撮
影
方
法
と
表
現

方
法
」
―
市
民
を
入
れ
て
臨
場

感
を
表
現
す
る
―
と
題
し
て
、

川
西
正
幸
氏
（
日
本
写
真
家
協

会
会
員
）
の
３
氏
の
講
義
を
受

け
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、「
議
会
広
報
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
で
第
２
分
科
会
に

参
加
し
、
長
岡
光
弘
氏
（
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
）
の
講

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
複
数
の
議
会
の
視
察

を
重
ね
、
議
会
中
継
の
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も

調
査
し
、
本
町
で
の
導
入
に
関

し
て
十
分
に
協
議
を
し
て
い
き

ま
す
。（

委
員
長　

石
倉　

實
）

委員会視察リポート
阿見町

渋川市長野原町
東御市

渋
川
市

東
京
都

江戸川区

義
を
受
け
ま
し
た
。
議
会
だ
よ

り
を
町
民
に
ま
ず
手
に
取
っ
て

も
ら
う
と
い
う
観
点
か
ら
、
表

紙
の
写
真
の
重
要
性
と
読
み
や

す
い
表
記
、
タ
イ
ト
ル
の
文
字

の
大
き
さ
や
文
字
組
、
グ
ラ
フ

の
説
明
な
ど
の
表
記
方
法
に
つ

い
て
講
師
の
方
々
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
、
ご
助
言
を
い

た
だ
き
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
こ
の
研
修
の
成
果
を
生

か
し
、
読
み
や
す
い
紙
面
作
り

を
目
指
し
親
し
ま
れ
る
議
会
だ

よ
り
の
編
集
に
取
組
ん
で
い
き

ま
す
。（

委
員
長　

石
倉　

實
）

会
事
務
局
が

所
管
と
な
っ

て
、
平
成
25

年
６
月
か
ら

中
継
を
始
め

ま
し
た
。

　

予
算
は
１

２
６
０
万
円

を
計
上
し
、

固
定
カ
メ
ラ

３
台
、
ほ
か

機
器
な
ど
、

配
信
は
録
画

編
集
後
に
行

い
、
生
放
映

16

読みやすい、わかりやすい   11人

読みづらい、わかりづらい　０人

特に気にならない、どちらでもない　０人

☀内容がわかりやすく記されている。
☁ 20ページの大谷さんの文を読んで、議会のしくみを紹介するコーナーがあっ
てもよいのではないかと思いました。

☁住民の皆さんの幅広い年齢層の方々の意見・要望、町政に対する期待、または改善されて感謝したこ
となどの声が載せられるとよいと思います。

　議会広報常任委員会は、「読みやすく、わかりやすい、親しまれる」議会広報の発行を目指
しております。
　そして、議会だよりの紙面づくりに幅広く町民の意見を取り入れるため、議会だよりモニター
制度を設置し、16人の方に委嘱させていただいています。
　今回は、議会だより101号（25年10月18日発行）に寄せられた回答を掲載します。貴重な
ご意見を十分に参考にして、今後の編集に役立ていきます。

16

議会だより101号議会だより101号
モニターからの“回答結果”モニターからの“回答結果”

議会だより101号議会だより101号
モニターからの“回答結果”モニターからの“回答結果”

議会だより101号議会だより101号
モニターからの“回答結果”モニターからの“回答結果”



一般質問一般質問のの
行行方方

一般質問一般質問のの
行行方方

役場西の信号機

その後どうなった
議会の声

信号機の見直しについて

質問事項質問事項質問事項

町長答弁町長答弁町長答弁

処理事項処理事項処理事項

警察では、２５年１０月１５日以降に着工予
定とのこと。

平成２５年１２月６日に信号機が設置さ
れた。

役場西の、旧県道高崎渋川線の信号機
設置は。

全
員
協
議
会
報
告

米
軍
新
型
輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る

日
米
共
同
訓
練
に
関
し
て

　

12
月
10
日
に
全
員
協
議
会
を

開
催
し
、
日
米
共
同
訓
練
に
関

し
て
、
ま
ち
か
ら
の
説
明
を
求

め
ま
し
た
。

　

訓
練
は
26
年
２
月
下
旬
か
ら

３
月
中
旬
ま
で
の
２
週
間
程
度

行
わ
れ
ま
す
。
県
内
で
は
榛
東

村
と
高
崎
市
に
ま
た
が
る
相
馬

原
演
習
場
内
で
実
施
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
、
17
日
の
定
例
会
閉

会
後
に
、
こ
の
訓
練
に
関
し
て

再
度
の
全
員
協
議
会
が
開
か
れ
、

ま
ち
か
ら
の
要
望
内
容
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
共
同
訓
練
に
は
、
オ

ス
プ
レ
イ
の
参
加
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
今
後
は
ま
ち
と
連
携

し
情
報
を
共
有
し
、
安
全
に
十

分
配
慮
し
て
対
応
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、お
よ
そ
１
ヶ
月
前
に
、

ま
ち
に
概
要
説
明
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。
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ふ
る
さ
と

入澤　千枝さん
（溝祭）

　

こ
の
ま
ち
に
移
り
住
ん
で
き

た
当
初
、「
空
が
広
い
」
と
思

っ
た
。
生
活
し
て
い
る
と
季
節

の
移
ろ
い
を
は
っ
き
り
と
感
じ

取
る
こ
と
が
で
き
た
。
慣
れ
な

い
車
社
会
に
と
ま
ど
い
、
覚
悟

し
て
い
た
は
ず
の
か
ら
っ
風
は

厳
し
か
っ
た
が
、
人
の
心
は
暖

か
か
っ
た
。

　

山
に
沈
ん
で
ゆ
く
大
き
な
夕

日
に
、
神
秘
的
な
夕
焼
け
空
、

星
が
瞬
く
美
し
い
夜
空
を
あ
た

り
ま
え
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
気

付
い
た
時
、
日
頃
か
ら
群
馬
な

ら
で
は
の
風
習
に
親
し
み
、
伝

統
行
事
に
取
り
組
む
子
ど
も
達

は
、
そ
ん
な
環
境
の
中
だ
か
ら

こ
そ
郷
土
を
強
く
愛
す
る
豊
か

な
心
が
芽
生
え
、
育
ま
れ
て
い

く
の
だ
と
わ
か
っ
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
場
所

が
子
育
て
し
や
す
く
、
優

し
い
故
郷
で
あ
り
続
け
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

「
へ
た
が
い
い
！ 

へ
た
で
い
い
！
」

絵
手
紙
愛
好
会　

髙
橋
武
さ
ん
（
大
久
保
寺
上
）

石関　秀一さん
（南下）

　

２
日
間
で
５
人
の
議
員
の
一

般
質
問
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
桑
畑
の
点
在
し
た
の

ど
か
な
農
村
は
、
人
口
増
加
の

著
し
い
勢
い
の
あ
る
ま
ち
へ
と

発
展
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
や
高
齢

者
へ
の
気
配
り
、
公
共
交
通
の

確
保
な
ど
、
住
み
よ
い
ま
ち
に

す
る
た
め
の
課
題
は
多
く
あ
り

ま
す
。
細
や
か
な
議
員
の
質
問

に
、
町
長
・
役
場
職
員
は
誠
実

に
答
え
、
時
に
白
熱
し
た
質
疑

応
答
に
は
、
町
民
の
た
め
に
行

政
を
生
か
そ
う
と
す
る
熱
意
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
未
来
像
と

し
て
は
、
駒
寄
イ
ン
タ
ー
の
拡

大
や
南
下
城
山
防
災
公
園
の
整

備
と
と
も
に
、
町
外
か
ら
見
学

者
が
訪
れ
る
よ
う
な
、
歴
史
民

俗
資
料
館
の
建
設
も
ぜ
ひ
実
現

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

熱
心
な
傍
聴
者
が
数
人
お
り

ま
し
た
が
、
傍
聴
席
か
ら
の
目

も
議
会
を
充
実
さ
せ
る
の
に
不

可
欠
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

議会を
　傍聴して

　

平
成
12
年
の
「
と
き
め
き
講

座
」
が
契
機
と
な
り
誕
生
し
た

会
で
す
。

　

現
在
会
員
は
28
人
。
毎
月
第

三
土
曜
日
の
午
後
２
時
よ
り
文

化
セ
ン
タ
ー
で
青
葉
先
生
を
迎

え
て
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

和
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し
く
勉

強
し
て
い
ま
す
。

　

絵
手
紙
は
「
へ
た
が
い
い
、

へ
た
で
い
い
」
と
い
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
う
ま
く
書
こ
う
と

す
る
よ
り
素
直
な
気
持
ち
で
物

を
見
つ
め
、
描
く
こ
と
が
大
切

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。私
た
ち
は
、

絵
手
紙
を
通
じ
て
、
素
直
で
豊

か
な
心
を
育
み
、
見
る
人
に
潤

い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
ら
れ
た
ら

と
思
っ
て
精
進
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
ま
ち
の
文
化
祭
に
作
品

を
展
示
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り

ま
ち
の散歩

道84

ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
私

た
ち
と
一
緒
に

や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。
参
加
大

歓
迎
で
す
。
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皆
で
集
え
る
八
幡
山
公
園

大井　俊一さん
（北下）

　

八
幡
山
公
園
整
備
拡
張
が
、

町
内
各
界
の
皆
さ
ま
の
理
解
と

協
力
の
も
と
進
め
ら
れ
、
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
子
ど
も
の
頃
、
吉
岡
は

純
農
村
で
、
雨
が
降
れ
ば
遊
び

場
に
も
困
る
よ
う
で
し
た
。

　

先
輩
た
ち
は
少
な
い
財
源
を

や
り
く
り
し
、
一
つ
一
つ
作
り

上
げ
た
の
が
、
若
人
や
子
ど
も

の
声
が
響
い
て
止
ま
な
い
今
の

吉
岡
で
す
。

　

町
民
の
英
知
を
集
め
、
健
康

で
住
み
や
す
く
、
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
心
の
成
長
の
場
と
な

る
こ
と
を
確
信
し
ま
す
。

　

早
朝
出
勤
前
の
人
や
、
午
前

老
人
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
散
歩

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
、
午

後
は
ヤ
マ
ダ
女
子
陸
上
選
手
や

中
学
生
が
部
活
に
、
夜
社

会
人
が
汗
を
流
し
、
週
末

家
族
や
応
援
の
声
が
響
く

歴
史
と
運
動
の
公
園
と
な

れ
ば
、
多
く
の
町
民
の
心

が
幸
せ
に
満
た
さ
れ
る
場

に
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

とき 訪れた町村 視察内容

１０月８日 石川県川北町議会
議会だよりの
編集について

～視察の受入～共に研修
県内外から吉岡町議会へ視察に訪れました。

問１

問２

問３

１２月定例会は何日に開会したでしょう。

Ａ．１２月３日　Ｂ．１２月５日　Ｃ．１２月６日

一般質問は何人が行ったでしょう。

Ａ．５人　　　　Ｂ．６人　　　　Ｃ．７人

第３回臨時会の議案は何件だったでしょう。

Ａ．１件　　　　Ｂ．２件　　　　Ｃ．３件

[ 応募方法 ]

★はがきに答えの記号（例１－A）、住所、氏名、年齢、

職業（学校名）を書いてください。

★正解者の中から抽選で５人の方に、図書カードをプ

レゼントします。

★はがきの余白にご意見やご要望、イラストなど書い

ていただければ「お便りコーナー」で紹介します。

★あて先

　〒370－3692

　吉岡町大字下野田 560 番地　役場議会事務局

★締め切り　３月１日（当日消印有効）

前回の正解は１－Ｂ．２－Ｃ．３－Ａでした。

応募者の中から、抽選の結果次の方に図書カードを贈

ります。（敬称略）

・大林　俊弘（上野田）　・皆川　ナヲ（上野田）

・斉藤　朋子（南　下）　・関上　沙絵（大久保）

・浜田　宏司（大久保）

よ し お か

ク イ ズ
No.

102

ありがとう

お
便
り

お
便
り

ココ
ーー
ナナ
ーー

＜敬称略＞

髙嶋　俊輔（漆原）福田　美代子（大久保）
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20

鹿火屋の水車鹿火屋の水車

ふるさと
再  発  見

編
集
後
記

吉
岡
町
議
会
だ
よ
り
No 102

発　

行　

吉
岡
町
議
会

責
任
者　

議
長　

近
藤　

保

編

集

議
会
広
報
常
任
委
員
会

群
馬
県
北
群
馬
郡
吉
岡
町
下
野
田
５
６
０

　

０
２
７
９ ―

 

54―
 

３
１
１
１

☎

●●●

編
集
委
員

委  

員  

長　

石
倉　
　

實

副
委
員
長　

飯
島　
　

衛

委　
　

員　

馬
場　

周
二

　
　
　
　
　

栗
田　

俊
彦

　
　
　
　
　

山
畑　

祐
男

　
　
　
　
　

平
形　
　

薫

　
　
　
　
　

金
谷　

重
男

（
馬
場
周
二
）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
「
よ
し
お
か
議
会
だ
よ
り
」

は
、町
民
の
皆
さ
ま
に
楽
し
く

興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、今
年
も
委
員
一

同
、誠
心
誠
意
編
集
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

 

安
倍
政
権
が
発
足
し
１
年
、景

気
の
上
向
き
が
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、回
復
感
は
も
う
一
歩
、

む
し
ろ
増
税
の
報
道
で
一
抹
の

不
安
も
残
る
思
い
で
す
。

 

新
年
度
よ
り
ま
ち
の
事
業
も
、

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
の
大
型
車

乗
り
入
れ
や
南
下
城
山
防
災
公

園
の
建
設
、八
幡
山
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
拡
張
事
業
な
ど
大
型
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
皆
さ
ま
に
わ
か
り
や
す

く
丁
寧
な
編
集
に
心
が
け
て
ま

い
り
ま
す
。ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　夏祭りの大久保上町の屋
台の組立中に、「のぼり旗」
が見つかりました。
　この「のぼり旗」には「神
為徳其盛乎矣」「文化五年」
「光旒書」と書かれていま
した。「文化五年」は1808
年で、徳川家斉が将軍の頃
です。「神為徳其盛乎矣」（神
の徳たるや　それ盛んなる
かな）とは、儒教経典の中
の文章の一部を引用したの
ではないでしょうか。この
偉大なる大地の生命を感
じ、心を浄め身を潔めなさ
いと訳してはいかがでしょ
う。最後に「光旒書」ですが、
下野田の華蔵寺７世狩野亮
観の次男として生まれた
「光旒」のことで、光旒は
16歳のときに赤城村津久田
の林徳寺の角田広観の養子
となりました。号は「無幻
道人」です。
　渋川市のホームページに
「書に親しんだ無幻は、上
州に来遊した江戸の書家で
あり儒学者の東江源鱗に入
門、書法に励んだ。寛政 4
年上洛後、たまたま書き与

えた商家の看板が庭田大納
言の目にとまり、大納言の
すすめにより光格天皇に千
字文を奉呈した。以後、無
幻の書名は洛中に広まった」
とあります。のちに勅伝大
阿闇梨法印を授けられた書
聖（書の神様）といわれた
人です。 
　県内では赤城の鳥居の文
字のほか、60以上の石碑に
碑文が残っています。
　「無幻道人」が書いたのぼ
り旗が、200年の歳月を経
て眠りから覚めたとしたら、
何と夢をかきたてられるこ
とでしょう。
　吉岡町郷土かるたの『け
華蔵寺の百庚申は百字百様』
が無幻さんの札だったこと
をご存じでしたか。
　旗は、教育委員会で保管
し調査中です。

※「艸書千字文」は早稲田大
学図書館で所蔵。

（寺上自治会だより11月号
より転載）

こうりゅう

かりのりょう

かん

つのだこうかん

とうこうげんりん

あ じ ゃ り ほ う い ん

ちょくでんだい

さず

ひゃくこうしん

そうしょせんじぶん

「無幻さんからの贈り物 ！《二百年の歳月を経て》」「無幻さんからの贈り物 ！《二百年の歳月を経て》」
む　げんむ　げん
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